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特集

大学入学共通テスト試行調査問題についての一考察

大学入試センター試験に代わり，令和３年度大学入学者選抜から「大学入学共通テスト（以下共
通テスト）」の導入が予定されており，平成 29，30 年度には大学入試センターによる試行調査が
行われている。編集委員会ではこの試行調査の問題と正答率のデータから，生徒にとっての問題の
難しさはどこにあるのか，問題作成者の出題の意図，今後の授業に求められる事は何かについての
考察を行った。今回考察した問題は，平成 29 年度試行調査数学 IA 第３問と，平成 30 年度試行
調査数学 IIB 第１問［３］の２題であり，問題の詳細については大学入試センターのウェブページ
（https://www.dnc.ac.jp）を参照頂きたい。

1 はじめに

今回の考察では，大学入試センター試験か

ら共通テストに移行されることで，より明確

となった「思考力・判断力・表現力」を評価す

るための新しい出題傾向の問題を選択するこ

ととした。共通テストの出題形式として，２

人の会話を読み思考の流れを理解する会話形

式や，教科書で学んだ知識を活用し新しい数

学の定理等の証明を穴埋めする形式なども見

られる。その中でも日常の事象に対して数学

モデルを設定し数学的に処理する問題は特に

新しい傾向の出題であり，正答率も低いため

生徒にとっての難しさを考察するために適し

ていると考え２問を本稿の考察対象とした。

2 平成 29年度試行調査 IA第３問

問題の概要と難しさ

渋滞を題材にした確率の問題。表に与えら

れた相対度数を確率とみなし確率モデルを設

定することで，高速道路の渋滞解消という社

会の事象を数学的に考察する。以下に問題概

要と正答率を表にまとめるが，本試行調査の

受検者は 70% 以上が高校 2年生であること，

実施時期が 11 月と今後の学力が伸びる可能

性もあることから，正答率は低く現れている

ことを考慮して頂きたい。

(1) は与えられた分岐点における車の通過

小問 問題概要 正答率

(1) 相対度数と確率 51.9%

(2) 積の法則 22.5%

(3) 条件付き確率 11.3%

(4) 渋滞表示がある場合の確率 8.4%

(5) 通過台数 18.9%

渋滞表示と通過台数 17.4%

(6) 最適な渋滞表示 13.2%

台数の割合から確率を計算する問題である。

選択の割合を確率とみなすというのは目新し

い問題である。例として 91
1183

= 1
13
が与

えられているが，それでも正答率が 51.9 %

と低いのは，選択の割合を確率とみなすとい

う設定を理解し数学的に処理することへの経

験不足と，1ページ半に及ぶ問題文の長さが

原因であるように思われる。実際，大学入試

センターのアンケート調査結果では問題の文

章量が多かったと回答した者は約 90% いる。

(2) は A 地点から B 地点への経路を 2 つ

の排反な事象と考え，各々の確率について

は積の法則を利用して求める問題である。授

業でも「和の法則と積の法則の区別がつきま

せん」という質問を受けることはないだろう

か。この問題の正答率の低さはこのような生

徒の躓きを浮き彫りにしているのかもしれ

ない。

(3) は通称「原因の確率」と呼ばれている

問題で，条件付き確率の問題として授業でも

よく扱われている。正答率が (2)の半分程度
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という結果は，我々教員にとっては少し残念

な結果である。原因の確率の問題であると気

付かず， 1
13
× 1

2
= 1

26
と誤った可能性も

考えられる。

(4) は渋滞中の表示が運転者の選択の確率

を 2
3
倍にするという仮定に基づいて，(2)

と同様の計算で確率を求める問題である。渋

滞を避けようとする人の心理が確率で表現さ

れ，日常の事象を数学化したモデルとして考

察するところが本問の面白さであるが，その

正答率は計算の流れが似た (2)の正答率の約

3分の 1である。やはり，長文を読み解き考

察する事の経験不足が大きな原因であると

考えられる。渋滞表示により A 地点の分岐

で C 地点を選択する確率が 12
13
から 12

13
×

2
3

= 8
13
に変わることは分かったが，C地

点ではなく E 地点を選択する確率がこの余

事象で 5
13
と変わることに気付かなかった

者もいると思われる。

(5) は新たな仮定に基づいて各道路に進む

台数の割合から通過台数を求める問題であ

る。旧課程では数学 A で期待値を学んでお

り，その場合は確率を利用して期待値を求め

る問題といえるが，期待値を未習であること

を配慮し確率ではなく進む台数の割合という

表現になっている。具体的に A 地点を通過

する車を 1560台としていることから，実際

に手を動かせば解答し易かったと思われ，正

答率は前 2問に比べて上がっている。

(6) はこれまでの考察から，交通量をコン

トロールし最も適した渋滞表示を求めるとい

う日常の問題に対して数学を利用して考察す

る問題である。正答率は (5)から大きく下が

ることがなかったのは，4つの選択肢から答

えるという解答形式のため，(5) が解けた生

徒にとっては各選択肢について実際に調べる

ことで答えを求めることができたためと考え

られる。しかしながら，大学入試センターの

分析には無解答率は 53.4% とあり，その理

由として「第 3 問の最後の問題であること，

受検者にとって新しい出題傾向となり問題が

難しかったり，試験時間に比して問題の読み

解く量が多く試験時間が足りなかった可能性

がある。」とある。手前の問題ができなかっ

たら，その後の問題は一切手をつけない生徒

に対しての指導が求められる。

出題の意図

中央教育審議会の答申では「算数・数学に

おける問題発見・解決の過程と育成を目指す

資質・能力」の１つとして「日常生活や社会

の事象を数理的に捉え，数学的に処理し，問

題を解決することができる。」とある。まさ

に本問はそれを具現したもので，日常の事象

を数学的なモデルを使って考察するという，

数学的に思考することの良さを感じさせる問

題である。試行調査に対しての生徒アンケー

トの回答に「数学がこんなにも日常生活にい

かせるということを具体的に知ることができ

てよかった」とあることも，その裏付けと言

える。生徒によっては知識・技能の習熟のた

め，1問 1答のような定型問題に慣れること

が数学の本質であるかのように勘違いしてい

る者もいるが，目指す資質・能力を考えると，

文章を読解する力，設定された数学モデルを

理解し，既得の知識を利用して数学的に処理

する力を日常の授業で育成することが求めら

れる。

また，太郎さんの考察と花子さんの考察の

違いには，割合 (ratio)と確率 (probability)

の違いを明確にしており，確率の定義とは何

かを改めて考えさせられる。我々指導する側

は，この違いを正しく理解した上での指導を

心がけたい。
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3 平成 30年度試行調査 IIB第１
問 [３]

問題の概要と難しさ

計算尺という２種類のものさしでかけ算等

の計算ができる仕組みを，対数の性質を利用

して考察する問題。

小問 問題概要 正答率

(1) 対数の定義 88.6%

指数・対数の性質 71.9%

(2)(i) 対数の差 56.9%

(2)(ii) ２つのものさしの関係式 34.1%

(2)(iii) ２つのものさしの関係式 53.5%

(2)(iv) 計算尺を使った計算 1.3%

(1) は対数の定義を用いて対数で表された

等式を指数で表す問題。

(2)(i) は対数ものさしの目盛り間隔の大

小を答える問題。対数関数が上に凸であ

ることを利用することもできるが，対数の

差 log10 4 − log10 3 = log10
4
3
と log10 2 −

log10 1 = log10 2の大小を考える解法が自然

で，これは次の (ii) の誘導とみることがで

きる。

(ii)は 2つの対数ものさし，(iii)は対数もの

さしと目盛りが log10 2 の等間隔であるもの

さし C における目盛りが表す関係式を求め

る問題。(ii)については対数ものさしの作り

方を考えると 1と bの目盛りは log10 b，2と a

の目盛りは log10 a− log10 2だけ離れている

ことが分かるので，log10 a−log10 2 = log10 b

これより，対数の性質から関係式 a = 2b を

導くことができる。同様に (iii) についても

対数ものさしの 1から dまでと，ものさし C

の 0から cまでが同じだけ離れていることか

ら log10 d = c log10 2となり，関係式 d = 2c

が得られる。この 2 問について大学入試セ

ンターの五分位図による分析には「現行セン

ター試験では出題されていないタイプの問題

であったが，設問ごとの五分位図の傾向から

考えると，受検者の学力の識別に寄与してい

るものと考えられる。」とある。また，この 2

問の解法には大きな差異はないように思われ

るが，正答率は 34.1% ，53.5% と開きがあ

る。この原因については，対数ものさしの 1

から nまでについては問題中に図があるが，

2から nまでについては触れていないためで

はないかと考えられる。

（別冊）科目別分析結果より

(iv)はこれまでの対数ものさしの性質を踏

まえ，2つのものさしの目盛りを読み取るだ

けでできる計算を「当てはまる選択肢を全て

選択する」という形式の問題である。(ii)の

結果を考察することで，一方の対数ものさし

の目盛りを a1，a2 他方の対数ものさしの目

盛りを b1，b2とすることで関係式
a2
a1

=
b2
b1

を得ることが分かり，これは 3つの目盛りを

工夫することで積・商を目盛りの読み取りで

求めることができることを意味している。同

様に (iii)ついても関係式 a2
a1

= 2c2−c1 また

は log2
a2
a1

= c2 − c1 から，a1 = 1 とする

と 2のべき乗についての値を目盛りを工夫し

て求められる事が分かる。また，「当てはま

る選択肢を全て選択する」という出題形式は

新しい出題形式といえる。無解答率が 22.0%

あり，正答率は 1.3% と極めて低くなったこ

とについて大学入試センターの分析によると

「対数の性質を理解していれば包括的に判断
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できる問題であるが，正答 4つを過不足なく

選ぶことは受検者にとって困難であった可能

性がある。」とある。なお，この出題形式につ

いては大学入試センターの大学共通テスト導

入に向けた試行調査の結果報告の中で，「当

てはまる選択肢を全て選択する問題は，共通

テスト導入当初から実施することは困難であ

る。」とある。

出題の意図

この問題は，目盛りを適切な数に合わせる

ことで掛け算・割り算の計算ができるという

計算尺がモデルとなっており，その仕組みを

対数の性質を利用して理解できるようになっ

ている。計算尺は 1970年代頃までは理工学

分野での計算や測量などで利用されていた

が，関数電卓の普及にともなって現在では多

くのメーカーで生産が中止されている。計算

尺の知識がなくとも問題文を読むことで問題

の流れは理解できるように配慮されている。

(1)で対数の定義・性質を確認し，(2)では誘

導を段階的にいれており，結果の考察を行う

ことで「ものさしの目盛りを合わせることが

どのような計算に対応しているか」に気付く

ことができる。これは育成を目指す資質・能

力における思考・判断の「考察過程の振り返

り・得られた結果の意味づけ」を意識してい

るものと思われる。

4 まとめ

共通テスト作問の方針は「知識の深い理解

と思考力・判断力・表現力を重視」とあり，

「思考力・判断力・表現力」として具体的に 1⃝
日常生活や社会の問題を数理的にとらえるこ

と・数学の事象における問題を数学的にとら

えること， 2⃝数学を活用した問題解決に向け
て，構想・見通しを立てること， 3⃝焦点化し
た問題を解決すること， 4⃝解決過程を振り返
り，得られた結果を意味づけたり，活用した

りすること， 5⃝数学的な表現を用いて表現す
ることが挙げられている。

全体的に文章量があり，長文を読み解く力

が求められる。また，本考察では扱わなかっ

たが試行調査の問題には会話形式の出題も

多く見られる。これらは長文や会話の流れを

読んで，どのような問題に対して，どのよう

な課題を見つけ，どのように解決していくか

のプロセスを読み取る力が必要である。これ

に対しては，普段の授業で対話的な活動を取

り入れることや，日頃から解答を記述すると

きにその根拠を明確にする癖をつけることが

有効である。また，入試問題の演習の際に問

題の条件を変えるとどうなるか考察させるな

ど，問題を深く掘り下げる習慣をつけること

は大変有意義である。

日常の事象を題材にした問題も多く，これ

に対しては普段の授業において社会で応用

されている数学の実例などを取り入れ，日常

生活や社会の問題に対して数学を活用して問

題解決をするような経験を積ませる必要があ

る。また，定期考査では，授業で学んだこと

を日常の事象に対して活用できる問題を，意

識して作成することも大切である。普段の授

業では，学んだ知識を使ってどのような問題

を解くことができるか考察させたり，授業の

中に作問を取り入れてもよい。

試行調査の生徒アンケートに「学校で学ん

だことを，どのような形で役立てられるか

が分かる問題も出題されていたので，『何の

ために数学を学ぶのか』がわかり，学習意欲

の向上に繋がりそうだと思った」とある。共

通テスト試行調査の問題を分析することは，

「授業でどのような実践が求められているの

か」「数学をなぜ学ぶのか」という問題に答

を提示してくれると感じた。
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